先史アンデス形成期における神殿をめぐる人々の活動と戦略 : ペルー北部ワンカバンバ川流域のセトルメント・パターンと地域間交流から by 山本 睦







































































































例や（Izumi and Terada 1972）、更新ごとに古い神殿よりもより複雑で大規模な神殿が築
かれる事例（e.g., Onuki (ed.) 1995）などがその代表である。また、近年では、神殿更新の
特性や社会的意味が地域や時期で異なった可能性も指摘されている。たとえば、神殿更新
は比較的短期間のうちに繰り返し行われた共同体の年中行事のようなものであったという
考えや（Burger 2009: 20-31; Burger and Burger 1991: 292-293）、単一地点での拡張を目
的とせず、漸次的に活動の中心を移していく「移転型神殿更新」というモデルも提示され
ている（鶴見 2008a: 246）。 
さらに、神殿は人々を社会的に位置づけるイデオロギーの普及装置でもある。ここでい





もたせるほか（De Marrais et al. 1996; Earle1997）、社会的紐帯を強化し（Ikehara and 



























（Anschuetz et al. 2001; Kowalewski 2008）。アンデスにおける最初の事例は、ペルー北
部海岸のビルー川流域の調査であり、それは文化生態学の影響をより強く受けたものであ
った（Willey 1953）。1980 年代になると、各地の地域的多様性や、国家形成など社会変化
の過程への関心が高まった（Billman 1999: 3-4; Burger 1985: 272; Haas 1987: 2-4）。そし
て、遺跡の空間的地理的位置関係や遺跡間の機能と生態系との関係、および多様な環境利
用といった諸問題が、河川や盆地単位で通時的に研究された（e.g., Billman 1996; Pozorski 




化における個人の役割に主眼をおく研究が顕著になってきた（e.g., Hodder 1982; Shanks 























動や経験、認知に迫ろうとする視座を基本に研究が進められてきた（e.g., Anschuetz et al. 


























































仲介者的役割を果たした独自の社会が存在したと考えられている（e.g., Burger 1984, 1992: 






                                                  
1 インガタンボ遺跡とイェルマ遺跡が、形成期以降のものとして登録されている。 






























踏査の結果、調査以前から文化庁に登録済みの 2 遺跡を含む 128 遺跡を登録した





丘陵上にあり、標高約 1,300m 以下に位置することが、分布の特徴である。 
 





























 基壇を有する遺跡で、10 遺跡が該当する。基壇のみ確認できるのは 1 遺跡である。 
 
②「テラス」 










表 2 では濃淡を用いて神殿遺跡（全 13）を明確化した。 
 












































                                                  
6 現代の諸活動などによって遺跡の破壊が進んでいるような状況では、遺跡の規模が実際よ
りも極端に大きく、または小さく想定される可能性はある。 






カパロッサ 1、ラ・ワカ 2、サン・ホセ・デ・オブレーロ 2、ラ・ワカ 3、モジェ、ナラン










































































                                                  
7 「基壇・テラス複合」を呈する遺跡間の最大距離は約 6.7km あるが、その中間には「基壇」
や「テラス」を有する遺跡が存在している。 







5-3-4．インガタンボ期（形成期後期：紀元前 800-550 年） 
 流域の遺跡数は大幅に減少し、中規模・小規模神殿の多くが放棄される。活動が認めら








































ポマワカ期のインガタンボでは、A 基壇と B 基壇を核に、二つの「基壇・テラス複合」
配置が隣接して建設された。そのため、個々の基壇を独立した神殿としてみた場合、総面
積は A 基壇と B 基壇が広場を介して組み合わさったインガタンボ期の半分以下となる。仮
にポマワカ期の面積が、インガタンボ期の 1/2 と考えても、ワンカバンバ川流域で二番目に


































































因を反映するため（Topic and Topic 1983）、現代の事例を形成期にそのまま適用すること
はできない。ただし、現代でも徒歩移動で利用される道の多くは、河川や尾根沿いに位置
しており、形成期においても使用されていた可能性はある。また、特定の目的地への移動
                                                  
8 インカ道のように石造りの舗装がされているものだけでなく、踏み固められただけの小径
（path）も含む（Trombold 1990）。 

















































































ー北部の地域間交流網から外れた地域であったと考えられる（山本 2012; Yamamoto 
                                                  
9 この地域では、石器など土器以外の考古遺物の編年は確立されていない。 




















2012; Yamamoto 2013）。 



















7-1-4．インガタンボ期（形成期後期：紀元前 800-550 年） 
 遺跡数が激減し、ポマワカ期から社会的統合の中心的役割を備えていたインガタンボだ
































る現象である（加藤・関編 1998; 大貫・加藤・関編 2010）。さらに、形成期後期では、地
域間交流が活発化して、広範な地域で技術革新や階層化を含む社会変化が同時期的に生じ
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図 1  ワンカバンバ川流域およびインガタンボ遺跡と関連遺跡 
 
 










ワンカバンバ川流域 パコパンパ ワカロマ セロ・ベンタロン モロ・デ・エテン





































































3 4 5 6 8
4 グァヤボ ○ ○ ○ ○ ○ 1332.8
5 サポタル ○ ○ 600
10 セロ・リモン 4 ○ ○ ○ 45.1
12 リモン 2 ○ ○ ○ ○ 286.9
13 リモン 3 ○ ○ ○ 739.8
14 リモン・セコ 1 ○ ○ ○ ○ ○ 5626.5
15 リモン・セコ 2 ○ ○ 596.3
17 ペドレガル 1 ○ ○ ○ ○ 803.8
18 ペドレガル 2 ○ ○ 591.7
24 イェルマ 3 ○ ○ ○ ○ 147.2
25 イェルマ 4 ○ ○ ○ ○ 610.9
26 イェルマ 5 ○ ○ ○ ○ 1434.7
27 イェルマ 6 ○ ○ ○ ○ ○ 13526
28 モジェ ○ ○ ○ ○ ○ 1971.6
29 アラビスカ 1 ○ ○ ○ ○ 973.6
30 アラビスカ 2 ○ ○ ○ ○ 343.6
32 エル・アレナル 1 ○ ○ 839.2
33 エル・アレナル 2 ○ ○ 415.4
34 エル・アレナル 3 ○ ○ 282.5
35 エル・アレナル 4 ○ ● ○　● ○　● 337.7
37 セロ・ラ・パス ○ ○ ○ ○ 1797.5
39 サン・ホセ・デ・オブレーロ 2 ○ ○ ○ 2584.4
41 ピエドラ・パラーダ 1 ○ ○ ○ ○ 1488.4
43 パタコン 1 ○ ○ 776
44 パタコン 2 ○ ○ ○ 791
46 パタコン 4 ○ ○ 723.8
47 パタコン 5 ○ ○ 1391.7
50 カニャリアッコ 3 ○ ● ○　● ○　● ○　● ○　● 5704.4
52 サポテパンパ 1 ○ ○ ○ ○ 1861
53 サポテパンパ 2 ○ ○ 337.7
54 サポテパンパ 3 ○ ○ 387.9
56 ナランホ 2 ○ ○ 407.7
57 ナランホ 3 ○ ○ 1899.6
61 エル・レホ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2249.3
62 リモンパンパ ○ ○ ○ 315.6
63 インガタンボ ○ ● ○　● ○　● ○　● ○　● ○　● ○　● 290433.8
64 ランパラン ○ ○ ○ ○ ○ 2379.8
66 ロマ・デ・サポテパンパ ○ ○ 4180.5
67 ワカ・デ・サポテパンパ 1 ○ ○ 433.5
68 ワカ・デ・サポテパンパ 2 ○ ○ ○ ○ 2600.3
69 ワカ・デ・サポテパンパ 3 ○ ○ 601.3
70 ワカ・マヨール ○ ○ 1563.3
72 アルガロボ 1 ○ ○ 589.7
73 アルガロボ 2 ○ ○ 183.3
76 カサ・ケマーダ ○ ○ 178.1
77 ラス・フンタス ○ ○ 788.5
80 ピエドラ・グランデ ○ ○ ○ 352
82 モンテ・グランデ 2 ○ ○ 107.4
83 ワランゴ・パンパ 1 ○ ○ 337
85 サン・アントニオ ○ ○ ○ ○ ○ 1913.5
86 セロ・サン・クリストバル ○ ○ 228.5
88 チャウペ 1 ○ ○ 162.7
94 アルカパロッサ 1 ○ ○ ○ ○ 3997.4
96 アルカパロッサ 3 ○ ○ 2205
104 ミラドール ○ ○ 228
105 サン・ホセ 1 ○ ○ 176.4
108 チンゲル ○ ○ ○ 874.8
114 ラ・ワカ 2 ○ ○ 3822
115 ラ・ワカ 3 ○ ○ ○ ○ 2448
121 ラス・バルサス ○ ○ 1183.1
122 プラヤ・アスール 1 ○ ○ 360.7
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Activities and Strategies for Ceremonial Architecture in the Andean 
Formative: Settlement Patterns and Inter-regional Interactions in the 




This paper aims to discuss the activities and strategies related to the 
construction and maintenance of ceremonial architecture of the Huancabamba valley 
inhabitants in northern Peru, on the basis of the valley’s settlement patterns and 
inter-regional interactions. 
During the Pomahuaca phase (1200-800 B.C.); the Huancabamba valley 
presents an increase of archaeological sites –including ceremonial sites– compared to 
previous phases due to a sudden social change. Cultivable land and water supply 
availability were indeed an important need for deciding where to construct a settlement. 
However within the basin region, the inter-regional exchange routes going in and out of 
the valley had critical importance. Thus, a suitable location near these routes was 
decisive at the time of settlement construction. The period when the inter-regional 
exchange routes became more significant –i.e. when the inter-regional exchange were 
more active in northern Peru– was consistent with the time when the ceremonial 
centers increase significantly in size and complexity. Under such circumstances, 
Ingatambo, a ceremonial architecture located in a strategic point of inter-regional 
routes from every direction leading into the valley, became the core of social integration 
of the Huancabamba basin.  
From this point of view, the central role of the ceremonial center in valley can 
be understood as the result of the relationship between the ceremonial architecture and 
the interchange routes; not only at the time of construction, but over time. Hence, the 
engaging relationship between the ceremonial centers and the regional routes 
stimulated dramatic changes in the ceremonial architecture itself, as well as the 
societies that supported them. 
   Therefore, the presence of inter-regional exchange routes influenced the 
activities and strategies of people in aspects like selection of location, construction or 
maintenance of ceremonial architecture. Those receiving actors, especially leaders of 
the society, developed the inter-regional interaction actively to obtain materials and 
information from other regions, in order to achieve differentiation within their society 
and to build up relationships with other developing ceremonial centers in the 
surrounding areas.  
To summarize, we consider that the ceremonial architecture, routes, and 
settlements, what were built by peoples, are consequence of people’s activities and 




strategies. And at once, it became a mechanism or device to provide and have an 
influence on people’s activities and strategies.  
 
Keywords 
Andes, Ceremonial Architecture, Settlement patterns, Inter-regional routes, 
Inter-regional Interactions 
 
 
